
世界的に「都市の時代」が到来していますが、先進国では、人口の減少、高齢化、産業の空洞化が同時進展
し、公共需要はますます増大するにもかかわらず、財政が緊迫する「都市の危機の時代」となっています。
これには「クリエイティブでスマートな解決」が必要で、革新（イノベーション）と持続可能性（サスティナ
ビリティ）が求められます。博士前期課程では、参加型授業（ワークショップ、演習、研究指導）等を通じて、
都市の課題解決ができる高度専門職、指導的人材や実務的研究者を養成します。

2020年度から開設された博士後期課程では、行政、ＮＰＯ、プランナー、ビジネス、医療・福祉などの市民公
益活動等の主要なセクターに属する人々が、新しい知見を開拓し、さらにそれを体系化・学術化・深化させる
ような、高度な企画立案能力と研究能力を涵養し、創造的で高い倫理的識見を備えた実務的研究者を
養成します。講義、演習、研究指導の３ステップで、論文作成能力を涵養します。

創造都市研究科は、都市経営研究科の前身となる研究科であり、2003年の開設以降、社会人を中心に
千人を超える修了生を輩出してきました。現在では、博士（後期）課程を中心に教育が行われています。

※修士課程は2017年度に、博士（後期）課程は2019年度に募集を停止しています。

都市の課題解決を探る
高度な専門家やリーダー、実務型研究者の道へ。

2
交通至便な梅田サテライトで開講。博士前

期課程は、平日夜2日と土曜だけで修了可能

です※。参加型科目が多く、ワークショップ

→課題演習等→研究指導（論文作成）の

3段階で構成されています。

市大で培われた社会人大学院の
参加型システムを継承

3
まちづくり、地域再生、マーケティング、公民

連携／PFI、公共経営、都市計画、アートプ

ロジェクト、都市行政、法務、ベンチャー、

AI、医療、福祉など、多様な研究に対応し

た科目群を用意しています。

多種多様で新しい
専門科目群を用意

1
付加価値の高い地域再生政策が求められ

る昨今、行政運営の課題、人材育成、法や

制度の設計の研究が必要になっています。

また、AIなど新産業の振興や医療・福祉の

経営改善などの研究を深めます。

都市の課題解決を
支援する人材を養成

学びの特長

http://www.gsum.osaka-cu.ac.jp/
06-6605-3508都市経営研究科

Graduate School of Urban Management

大阪市大の挑戦

ICT資本の生産性、ICT資本の経済・経営領域の応用
都市ビジネスコース  近 勝彦先生

情報が経済や経営にどのような効果をもた

らすかを研究してきました。より具体的に

は、情報資本やICT資本が経済成長にど

のように寄与し、生産性の向上をもたらす

かということについてです。また、コンテンツ

およびさまざまな財の価値の測定を行い、

現在はその手法の高度化のために、データ

マイニングやテキストマイニングの意義や

課題を研究しています。

Challenge of OCU

多様な講義やディスカッションを通じて、
経営の考え方が広がりました。

都市ビジネスコース 2年生 

鈴木 健史
NA企画株式会社（NA設計） 代表取締役社長

在学生の声Student Voice

建築設計事務所と建築物の調査会社を営んで

おり、経営上の課題解決の手法を学ぶために入

学。ワークショップでは異業種のさまざまな年

代の社会人と意見交換ができ、アイデアの

幅が広がっています。経営経験と知識を

融合させ、時代の変化に臨機応変に対

応できる経営者を目指していきます。

創造都市研究科（募集停止）
Graduate School for Creative Cities
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都市経営専攻

修士
（都市経営）

博士前期課程博士前期課程
 年次1  年次2

講義、課題演習等

ワークショップ 研究指導

都市経営専攻

博士
（都市経営）

博士後期課程博士後期課程
 年次1  年次2  年次3

講義、演習

研究指導

情報経済学から、
IoT、ビッグデータ、
AI問題を考えましょう。

Professor’s MESSAGE

博士前期課程 ① 都市政策・地域経済コース　② 都市行政コース　③ 都市ビジネスコース　④ 医療・福祉イノベーション経営コース

※ 医療・福祉イノベーション経営コースを除く。

講義紹介

情報経済論、データマイニング、e-マー

ケティングを学ぶ授業です。多岐にわた

るように見えますが、その底流には一貫

した基礎理論があります。それは情報

の不確実性や情報の非対称性です。社

会人を中心とする学生はさまざまな

テーマで研究していますが、いずれも不

確実な情報を扱うという問題が必ず内

在しているので、その観点から諸課題を

探求・解決する方法を学びます。

情報経済論
近 勝彦先生
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